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計画平面図
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※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。

施工延長区間 L=698.4m

徳島県東部県土整備局<徳島>

1/27

徳島小松島港(津田地区)

徳島市津田海岸町地先

Ｒ３徳土 徳島小松島港（津田地区）
徳・津田海岸 舗装工事（担い手確保型）
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標準断面図 S=1:100

DL=0.000

【 道路幾何構造条件 】

・路 線 名 ： 徳島小松島港(津田地区)

・道路規格 ： 第4種第1級

・設計速度 ： V=40km/h

・交通区分 ： N5交通

・舗装計画交通量 ： 250以上1000未満台/日・方向

・設計CBR ： 8想定

【 道路幾何構造条件 】

・路 線 名 ： 徳島小松島港(津田地区)

・道路規格 ： 第4種第2級

・設計速度 ： V=40km/h

・交通区分 ： N5交通

・舗装計画交通量 ： 250以上1000未満台/日・方向

・設計CBR ： 8想定
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【 道路幾何構造条件 】

・路 線 名 ： 徳島小松島港(津田地区)

・道路規格 ： 第4種第3級

・設計速度 ： V=40km/h

・交通区分 ： N4交通

・舗装計画交通量 ： 100以上250未満台/日・方向

・設計CBR ： 8想定
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【 道路幾何構造条件 】

・路 線 名 ： 徳島小松島港(津田地区)

・道路規格 ： 第4種第3級

・設計速度 ： V=40km/h

・交通区分 ： N4交通

・舗装計画交通量 ： 100以上250未満台/日・方向

・設計CBR ： 8想定

四国横断自動車道用地
徳島県

津田IC線用地

国土交通省
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※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。

余部
ΔW

余部
ΔW

地先境界B種 地先境界B種

舗装構成

5
0 表 層：再生密粒度As13

上層路盤：再生粒調砕石 RM-30

下層路盤：再生クラッシャラン
RC-40

【 N5交通 車道舗装 】

1
5
0

S=1:10

上層路盤：再生粒調砕石 RM-30

下層路盤：再生クラッシャラン
RC-30

【 N4交通 車道舗装 】

注)目標Ta：信頼度90%(設計期間10年)
必要等値換算厚：14

10
0

50
1
5
0

基 層：再生粗粒度As20

注)目標Ta：信頼度90%(設計期間10年)
必要等値換算厚：19

10
0

50 表 層：再生密粒度As13

50 基 層：再生粗粒度As20
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【 道路幾何構造条件 】

・路 線 名 ： 徳島小松島港(津田地区)

・道路規格 ： 第4種第1級

・設計速度 ： V=40km/h

・交通区分 ： N5交通

・舗装計画交通量 ： 250以上1000未満台/日・方向

・幅員構成 ：(図参照：基準幅員)

VS=1: 100
HS=1:1000

縦断図【区画道路1】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

VS=1: 100
HS=1:1000

縦 断 図【区画道路1】

CL

4.
8
60

DNO.20+0.000 DNO.28+ 6.955 DNO.28+17.955

i=0.500%L=11.000m

DNO.27+ 7.270
左側摺付横断勾配始

DNO.27+ 7.710
右側摺付横断勾配始

(路肩)
500

107500

1.500%

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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徳島市津田海岸町地先
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実施設計図面

横断図(1)【区画道路1】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

DNO.19～DNO.22

横断図(1)【区画道路1】 S=1:100
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500500 3250 3250 3250

1.500% 1.500%

500 3250 3250

3250 1925

5175

FH=4.755 FH=4.755

FH=4.726

FH=4.345

10750

1.500% 1.500%

500500 3250 3250 3250

FH=4.755

10750

10750

12690

515

1:
1.
5 1:1.5

1:
1.
5 1:1.5

500 500

500 500

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

5.3

10.75

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.5

10.75

10.75

10.75

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 13.6

(スタビライザ混合)
13593

(スタビライザ混合)
15533

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

6.3

12.69

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.2

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.40.6

12.69

12.69

12.69

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 15.5

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.6

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 10.75

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 12.69

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

横断図(2)【区画道路1】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

DNO.23～DNO.26

横断図(2)【区画道路1】 S=1:100
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※ 箱形函渠は将来計画(基本計画段階の諸元)

※ 箱形函渠は将来計画(基本計画段階の諸元)

※ 箱形函渠は将来計画(基本計画段階の諸元)
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左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

5.3

10.75

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.60.6

10.75

10.75

10.75

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 13.6

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

6.4

12.69

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.2

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.40.6

12.69

12.69

12.69

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 15.8

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

4.3

10.75

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.5

10.75

10.75

10.75

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 11.2

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

5.3

10.75

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.50.6

10.75

10.75

10.75

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 13.6

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
11171

1.0

(スタビライザ混合)
13593

(スタビライザ混合)
15833

(スタビライザ混合)
13593

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 10.75

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 12.69 基 層 再生粗粒As20 t=5cm 10.75

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 10.75

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

横断図(3)【区画道路1】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

DNO.27,DNO.28

横断図(3)【区画道路1】 S=1:100
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0.878% 0.891%

95
14

0
5

DCIP φ100

60
0

550

DCIP φ100

60
0

550

400

6600

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

4.3

10.75

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.5

10.75

10.75

10.75

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 11.2

バックホウ混合 路床 h≦1.0m 1.0

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

4.9

14.02

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.5

14.02

14.02

14.02

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 13.2

バックホウ混合 路床 h≦1.0m 3.7

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
11171

(バックホウ混合)
3672

(スタビライザ混合)
13168

0.2

0.1

0.4

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 10.75

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 14.02

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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徳島小松島港(津田地区)

Ｒ３徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田海岸町地先

徳・津田海岸 舗装工事（担い手確保型）



実施設計図面

横断図(4)【区画道路1】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

DNO.28+17.955

横断図(4)【区画道路1】 S=1:100

DNO.28+17.955

17
.
9
55

FH= 4.805

GH= 4.800

DL=0.000

FH=4.810

1
30
1
0
00
1
3
0

1
2
60

+3.233

130
1000

130

1260

4820

FH=4.805

72055

34770 37285

27255 10030

FH=4.805

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

26.7

72.06

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

72.06

72.06

72.06

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 40.5

バックホウ混合 路床 h≦1.0m 31.6

(スタビライザ混合)
40475

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 72.06

(バックホウ混合)
31580

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面
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【 道路幾何構造条件 】

・路 線 名 ： 徳島小松島港(津田地区)

・道路規格 ： 第4種第2級

・設計速度 ： V=40km/h

・交通区分 ： N5交通

・舗装計画交通量 ： 250以上1000未満台/日・方向

・幅員構成 ：(図参照：基準幅員)
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縦断図【区画道路2】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

VS=1: 100
HS=1:1000

縦 断 図【区画道路2】
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※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

横断図(1)【区画道路2】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

ENO.0+10.600～ENO.2

横断図(1)【区画道路2】 S=1:100
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左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

13.8

34.53

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

34.53

34.53

34.53

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 34.5

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

64.7

21.60

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.2

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

21.60

21.60

21.60

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 23.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.2

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

22.0

8.00

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.2

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

8.00

8.00

8.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 9.2

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.2

(スタビライザ混合)
34530

(スタビライザ混合)
9220

0.1

0.2

0.1

4.44.4

1:1.5SL=4.4
1:
1.
5

SL
=4
.4

0.1

0.2

0.1

2.72.7

(スタビライザ混合)
23064

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 34.53

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 21.60

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

横断図(2)【区画道路2】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

ENO.3～ENO.10

横断図(2)【区画道路2】 S=1:100
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左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.3

7.80

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.4

7.80

7.80

7.80

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

10.6バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

5.6

8.00

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.2

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

8.00

8.00

8.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 9.2

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.2

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

14.1

8.00

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.2

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

8.00

8.00

8.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 9.2

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.2

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.3

7.80

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.4

7.80

7.80

7.80

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

10.6バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.3

7.80

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.4

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.4

7.80

7.80

7.80

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

10.6バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.3

7.80

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.4

7.80

7.80

7.80

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

10.6バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

(スタビライザ混合)
9220

(スタビライザ混合)
9220

(バックホウ混合)
10643

(バックホウ混合)
10643

(バックホウ混合)
10643

(バックホウ混合)
10643

(バックホウ混合)
10643

(バックホウ混合)
10643

0.1

0.2

0.1

1.71.7

0.1

0.2

0.1

0.40.4

0.1

0.3

0.1

0.1

0.3

0.1

0.1

0.4

0.1

0.1

0.3

0.1

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.3

7.80

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.4

7.80

7.80

7.80

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

10.6バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

0.1

0.3

0.1

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.4

7.80

0.2

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.7

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.2

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.5

7.80

7.80

7.80

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

10.6バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

0.1

0.3

0.1

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.80

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00 基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.80

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.80

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.80

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.80

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.80

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。

徳島県東部県土整備局<徳島>

10/27

徳島小松島港(津田地区)

Ｒ３徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田海岸町地先

徳・津田海岸 舗装工事（担い手確保型）



実施設計図面

横断図(3)【区画道路2】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

ENO.11～ENO.18

横断図(3)【区画道路2】 S=1:100
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(バックホウ混合)
13043

(バックホウ混合)
13043

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.4

7.80

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.4

7.80

7.80

7.80

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

10.6バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

0.1

0.3

0.1

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.4

7.80

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.4

7.80

7.80

7.80

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

10.6バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

0.1

0.4

0.1

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

8.84

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.4

8.84

8.84

8.84

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

11.7バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

0.1

0.3

0.1

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

3.4

10.20

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.4

10.20

10.20

10.20

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

13.0バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

0.1

0.3

0.1

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

3.4

10.20

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.4

10.20

10.20

10.20

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

13.0バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

0.1

0.3

0.1

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

3.2

10.20

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

10.20

10.20

10.20

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m

13.0バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.4

0.1

0.3

0.1

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

3.6

9.67

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

9.67

9.67

9.67

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 10.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

3.7

10.00

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

10.00

10.00

10.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 10.4

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.80

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.80

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.84

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 10.20

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 10.20

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 10.20

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 9.67

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 10.00

1
30
10

0
0 13

0
12

6
0

+3.187

172328
800

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
10093

1.0

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
10422

1.0

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。

徳島県東部県土整備局<徳島>

11/27

徳島小松島港(津田地区)

Ｒ３徳土 徳島小松島港（津田地区）

徳島市津田海岸町地先

徳・津田海岸 舗装工事（担い手確保型）



実施設計図面

横断図(4)【区画道路2】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

ENO.19～ENO.26

横断図(4)【区画道路2】 S=1:100
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左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

3.4

9.22

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

9.22

9.22

9.22

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 9.6

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

830 535

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.71

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.71

7.71

7.71

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.70

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.70

7.70

7.70

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.70

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.70

7.70

7.70

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.70

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.70

7.70

7.70

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.70

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.70

7.70

7.70

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.70

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.70

7.70

7.70

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.70

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.70

7.70

7.70

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 9.22

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.71

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.70

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.70

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.70

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.70

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.70

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.70

1.0

1.0

1.0 1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8121

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8121

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8121

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8121

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8121

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8121

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8131

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
9641

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

横断図(5)【区画道路2】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

ENO.27～ENO.34

横断図(5)【区画道路2】 S=1:100

ENO.32

2
0
.0

0
0DL=0.000

ENO.33

2
0
.0

0
0

ENO.34
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0
.0

0
0

FH= 4.459

GH= 4.800

FH= 3.697

GH= 4.800

FH= 3.146

GH= 4.800
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1:1.5SL=3.1

1:1.5SL=2.1
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0
0

ENO.28
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.0

0
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ENO.29

2
0
.0

0
0

ENO.30

2
0.
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0
0

ENO.31

2
0
.0

0
0

FH= 4.880

GH= 4.800

FH= 4.880

GH= 4.800

FH= 4.880

GH= 4.800

FH= 4.880

GH= 4.800

FH= 4.873

GH= 4.800

DL=0.000

DL=0.000

DL=0.000

DL=0.000

DL=0.000

FH=4.825

FH=4.825

FH=4.825

FH=4.813

FH=4.825

550

550

550

550

550

550

FH=4.820

FH=4.820

FH=4.820

FH=4.820

FH=4.813

FH=4.399

FH=3.637

FH=3.086
FH=4.339

FH=3.637

FH=3.086

FH=4.397

FH=4.306

FH4.346

FH=4.386

15001500

15001500

15001500

15001500

15001500

15001500

550

15001500

15001500
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500 1000 1000 500

500 1000 1000 500

1000 500

1000 500800 700

1000 500800 700

1000 500800 700

1000 500800 700
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3000 3000
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1.500% 1.500%
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1.500% 1.500%
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9000

1.500% 1.500%

3000 3000

9000

1.500% 1.500%

3000 3000

9000

1.500% 1.500%

3000 3000

9000

1.500% 1.500%

3000 3000

9000

1.500% 1.500%

3000 3000

9000

1:1.5SL=0.7

600

550
500 1000

1745

2570

FH=3.919

FH=3.883

FH=3.847

FH=3.811

550

400

DCIP φ150

60
0

550

400

DCIP φ150

60
0

550

400

DCIP φ150
6
00

550

400

DCIP φ150

60
0

550

400

DCIP φ150

6
00

550

400

DCIP φ150

6
0
0

550

400

DCIP φ150

6
00

550

400

DCIP φ150

6
0
0

500

500

500

(スタビライザ混合)
10031

(スタビライザ混合)
10843

(スタビライザ混合)
10031

(スタビライザ混合)
10031

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.70

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.70

7.70

7.70

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.70

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.70

7.70

7.70

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.70

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.70

7.70

7.70

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

2.8

7.70

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

7.70

7.70

7.70

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 8.1

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.3

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

3.9

8.00

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

8.00

8.00

8.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 10.8

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.2

0.1

0.4

0.1

0.2

0.1

0.4

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

8.1

8.00

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

8.00

8.00

8.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 10.0

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.2

0.1

0.4

0.1

0.2

0.1

0.2

0.7

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

17.6

8.00

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

8.00

8.00

8.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 10.0

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.2

0.1

0.4

0.1

0.2

0.1

0.2

2.1

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

25.5

8.00

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

8.00

8.00

8.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 10.0

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.2

0.1

0.4

0.1

0.2

0.1

0.2

3.1

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.70

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.70

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.70

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 7.70

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00

1.0

1.0

1.0

1.0

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8121

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8121

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8121

(バックホウ混合)
1000

(スタビライザ混合)
8121

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

横断図(6)【区画道路2】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

ENO.35,ENO.35+ 9.050

横断図(6)【区画道路2】 S=1:100

ENO.35
2
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.
00
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GH= 4.800

DL=-1.000

ENO.35+ 9.050

9
.
7
40

FH= 2.420

GH= 2.420

DL=-2.000

FH=2.420FH=2.420

FH=2.606 FH=2.602

570

FH=2.567

11270 13050

24320

4860 12755890

705 3185 685

3870

540 1780

2320

540 18215

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

9.7

24.32

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

24.32

24.32

24.32

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 24.3

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

(スタビライザ混合)
15254

(スタビライザ混合)
24320

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-40 t=15cm

RM-30 t=15cm

25.5

13.24

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

13.24

13.24

13.24

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合
安定処理工

0.6m＜h≦1.0m 15.3

バックホウ混合 路床 h≦1.0m

0.1

0.2

0.1

0.4

0.1

0.2

0.1

0.2

4.3

1:1.5SL=4.3

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 24.32

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 13.24

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面
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縦断図【区画道路3】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名
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HS=1: 500
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縦 断 図【区画道路3】
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【 道路幾何構造条件 】

・路 線 名 ： 徳島小松島港(津田地区)

・道路規格 ： 第4種第3級

・設計速度 ： V=40km/h

・交通区分 ： N4交通

・舗装計画交通量 ： 100以上250未満台/日・方向

・幅員構成 ：(下図参照：基準幅員)
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※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

横断図(1)【区画道路3】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

FNO.0-15.000～FNO.2

横断図(1)【区画道路3】 S=1:100

FNO.0

1
5.

0
0
0

1.500% 1.500%

FNO.1

20
.
0
00

FNO.2

2
0.

0
0
0

FH= 2.219

GH= 2.760

FH= 2.865

GH= 4.800

FH= 3.645

GH= 4.800

DL=0.000DL=-2.000

DL=0.000

3000 3000

1.500% 1.500%

3000 3000

1.500% 1.500%

3000 3000

1:
1.
5

SL
=3
.6

1:1.5SL=3.6

1:1.5SL=2.2
1:
1.
5

SL
=2
.2

構造物取壊工 Co構造物 無筋構造物 6.00

FNO.0-15.000

0
.0

0
0

FH= 2.145

GH= 2.145

DL=-2.000

1380 3000 3000 710

8090

FH=2.110 FH=2.090

舗装版破砕工 As舗装版 t=5cm 障害物無し 9.60

FH=2.159

FH=3.585 FH=3.585

FH=2.159

FH=2.805FH=2.805

500 1000

1500

9000

1500

5001000

500 1000

1500

9000

1500

5001000

500 1000

1500

9000

1500

5001000

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

2.3

8.09

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

8.09

8.09

8.09

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

2.8

8.00

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.30.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.10.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

0.1

0.2

8.00

8.00

8.00

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 9.2

2.22.2

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

16.8

8.00

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.30.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.10.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

0.1

0.2

8.00

8.00

8.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 9.2

3.63.6

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

28.4

8.00

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.30.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.10.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

0.1

0.2

8.00

8.00

8.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 9.2

舗装版破砕工 As舗装版 t=5cm 障害物無し 8.09

(スタビライザ混合)
9220

(スタイライザ混合)
9220

(スタビライザ混合)
9220

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.09

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

横断図(2)【区画道路3】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

FNO.3～FNo.4+2.700

横断図(2)【区画道路3】 S=1:100

FNO.3+19.750

1
9
.7

5
0

FH= 4.820

GH= 4.800

DL=0.000

FH=4.820FH=4.820

1790 10280 10185 1765

24020

0.90.9

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

7.7

8.02

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.30.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.10.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

0.1

0.2

8.02

8.02

8.02

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 9.2

FNO.3
2
0.

0
0
0

FH= 4.366

GH= 4.800

DL=0.000

1:1.5SL=0.9
1:
1.
5

SL
=0
.9

500 1000

1500 1500

5001000

FH=4.309 FH=4.309

9020

3010 3010

1.426% 1.430%

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

6.7

24.02

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.30.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.10.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

0.1

0.2

24.02

24.02

24.02

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 25.2

(スタビライザ混合)
9240

(スタビライザ混合)
25240

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.02

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 24.02

FNO.4+2.700

2.
9
5
0

FH= 4.820

GH= 4.800

DL=0.000

FH=4.820 FH=4.820

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

9.1

43.41

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

43.41

43.41

43.41

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 43.4

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 43.41

21734 21678

43412

(スタビライザ混合)
43412

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面
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縦断図【区画道路4】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名
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縦 断 図【区画道路4】
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【 道路幾何構造条件 】

・路 線 名 ： 徳島小松島港(津田地区)

・道路規格 ： 第4種第3級

・設計速度 ： V=40km/h

・交通区分 ： N4交通

・舗装計画交通量 ： 100以上250未満台/日・方向
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※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

横断図(1)【区画道路4】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

GNO.0+12.500～GNO.3

横断図(1)【区画道路4】 S=1:100
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0

3535

3600

550

3600

8455

33290

8475

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

42.6

14.51

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.30.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.10.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

0.1

0.2

14.51

14.51

14.51

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 15.7

(スタビライザ混合)
15730

(スタビライザ混合)
33290

(スタビライザ混合)
9430

(スタビライザ混合)
9220

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

9.3

33.29

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

33.29

33.29

33.29

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 33.3

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

17.0

8.00

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.30.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.10.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

0.1

0.2

8.00

8.00

8.00

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 9.2

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

9.2

8.21

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.30.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.10.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

0.1

0.2

8.21

8.21

8.21

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 9.4

2.22.2

1.11.1

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 14.51

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 33.29 基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.00

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 8.21

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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徳島小松島港(津田地区)
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実施設計図面

横断図(2)【区画道路4】

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

S=1:100

GNO.4,GNO.4+7.500

横断図(2)【区画道路4】 S=1:100

GNO.4+7.500

7
.
50

0

FH= 4.763

GH= 4.800

DL=0.000

FH=4.763 FH=4.763

GNO.4

20
.
0
00

FH= 4.650

GH= 4.800

DL=0.000

FH=4.650FH=4.650

710 10725 6859560

21680

36490 32770

69260

(スタビライザ混合)
69260

(スタビライザ混合)
22900

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

10.1

21.68

0.1

表 層 再生密粒As13 t=5cm

0.30.3

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂 0.10.1

タンパ締固め

上記以外(小規模)

0.2

0.1

0.2

21.68

21.68

21.68

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 22.9

左側名称・種別・細別

open掘削掘削 砂質土

右側

床掘工

床掘B 標準
(土留無,障害無) 土 砂

埋戻工
土砂(締固め有)

不陸整正 補足材無

下層路盤

舗装工

舗装工
(車道路肩部)

上層路盤

RC-30 t=10cm

RM-30 t=10cm

22.0

69.26

表 層 再生密粒As13 t=5cm

床掘B' 標準
(土留無,障害無) 土 砂

タンパ締固め

上記以外(小規模)

69.26

69.26

69.26

法面整形工 切土(現場制約無) 砂・砂質土

スタビライザ混合安定処理工 0.6m＜h≦1.0m 69.3

1:1.5SL=0.3
1:
1.
5

SL
=0
.3

0.30.3

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 21.68

基 層 再生粗粒As20 t=5cm 69.26

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

構 造 図
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0.50

0.015

U 型 側 溝 個

敷モルタル m3

車道縦断 300用 0.45側 溝 蓋 枚

RC-40 t=10cm 0.60 m2基 礎 材

管理孔蓋 300用 1箇所/20m 0.05 枚

インバートCo

敷きモルタル

基礎砕石
RC-40

600

50 500 50

敷きモルタル

基礎砕石
RC-40

600

50 500 50

100 300 100

500

100 300 100

500

(W300*H400)
2-1号U型側溝 S=1:20

(W300*H500)
2-2号U型側溝 S=1:20
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1
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300*400mm

1:3

m当り

規 格名 称 数 量

0.50

0.015

U 型 側 溝 個

敷モルタル m3

車道縦断 300用 0.45側 溝 蓋 枚

RC-40 t=10cm 0.60 m2基 礎 材

管理孔蓋 300用 1箇所/20m 0.05 枚

300*500mm

1:3

m当り

規 格名 称 数 量

0.50

0.015

U 型 側 溝 個

敷モルタル m3

車道縦断 300用 0.45側 溝 蓋 枚

RC-40 t=10cm 0.60 m2基 礎 材

管理孔蓋 300用 1箇所/20m 0.05 枚

σck=18N/mm2インバートCo m3 σck=18N/mm2インバートCo m3

1
0
0

1
0
0

インバートCo

敷きモルタル

基礎砕石
RC-40

インバートCo

敷きモルタル

基礎砕石
RC-40

100 300 100

500

1
0
0

100 300 100

500

1
0
0

(W300*H600)
2-3号U型側溝 S=1:20

(W300*H700)
2-4号U型側溝 S=1:20
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度
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8
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m
m程

度

30

300*600mm

1:3

m当り

規 格名 称 数 量

0.50

0.015

U 型 側 溝 個

敷モルタル m3

車道縦断 300用 0.45側 溝 蓋 枚

RC-40 t=15cm 0.60 m2基 礎 材

管理孔蓋 300用 1箇所/20m 0.05 枚

σck=18N/mm2インバートCo m3

300*700mm

1:3

m当り

規 格名 称 数 量

0.50

0.015

U 型 側 溝 個

敷モルタル m3

車道縦断 300用 0.45側 溝 蓋 枚

RC-40 t=15cm 0.60 m2基 礎 材

管理孔蓋 300用 1箇所/20m 0.05 枚

σck=18N/mm2インバートCo m3
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4
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5
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1
0
01
0
0

50

50

50

50

100 100100 100400

600

700

600

600

700

400

600

(W400*H400)
3-1号U型側溝 S=1:20

(W400*H500)
3-2号U型側溝 S=1:20

400*400mm

1:3

m当り

規 格名 称 数 量

0.50

0.018

U 型 側 溝 個

敷モルタル m3

車道縦断 400用 0.45側 溝 蓋 枚

RC-40 t=10cm 0.70 m2基 礎 材

管理孔蓋 400用 1箇所/20m 0.05 枚

σck=18N/mm2インバートCo m3

400*500mm

1:3

m当り

規 格名 称 数 量

0.50

0.018

U 型 側 溝 個

敷モルタル m3

車道縦断 400用 0.45側 溝 蓋 枚

RC-40 t=10cm 0.70 m2基 礎 材

管理孔蓋 400用 1箇所/20m 0.05 枚

σck=18N/mm2インバートCo m3

1
5
0

1
5
0

構 造 図

図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

図 示

インバートCo

敷きモルタル

基礎砕石
RC-40

敷きモルタル

基礎砕石
RC-40

インバートCo

敷きモルタル

基礎砕石
RC-40

均Co σck=18N/mm2

地先境界ブロック S=1:20

150

150

1
00
10
12

0

(B) 150*150*120*600mm

1:3

規 格名 称 数 量

1.67

0.002

地先境界ブロック 個

敷モルタル m3

RC-40 t=10cm 0.25 m2基 礎 材

m当り

砂 質 土基面整正 0.25 m2

舗装留め壁 S=1:20

σck=18N/mm2

m当り

規 格名 称 数 量

0.100

1.00

m3

RC-40 t=10cm 0.30 m2基 礎 材

型 枠

コンクリート

基面整正 0.30 m2

m2小型構造物

200

50 50200

300

1
0
0

砂 質 土

50
0

250

50 50

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

交差点詳細図(1)

S=1:250 図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

交差点詳細図(1)

区画道路2：起点部 S=1:250

ANO.16

ANO.17

ANO.18

ANO.19

ENO.0 ENO.1 ENO.2 ENO.3 ENO.4 ENO.5

点 名 X 座 標 Y 座 標

K2S- 1

Z 座 標

K2S- 2

K2S- 3

K2S- 4

K2S- 5

K2S- 6

K2S- 7

K2S- 8

K2S- 9

K2S-10

K2S-11

K2S-12

K2S-13

K2S-14

K2S-15

K2S-16

K2S-17

K2S-18

K2S-19

K2S-20

K2S-21

K2S-22

K2S-23

K2S-24

摘 要

外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

〃

摺付三心円

外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

〃

摺付三心円

外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

〃

摺付三心円

外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

摺付三心円

N

2.949

2.801

3.220

2.762

2.628

2.745

K2S- 5' 2.620 摺付三心円護岸

K2S-21' 2.620 摺付三心円護岸

2.764

2.649

2.832

2.767

2.741

2.934

2.656

2.712

2.942

2.733

2.765

2.811

2.777

2.961

2.646

2.633

2.772

3.231

〃
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15000
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0
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0
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0
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R=
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.0
0
m

R=16.00m

R=27.00m

R=9.00m

R=20.00m

R=27.00m

R
=42

.00
m

R=14.00m

R=42.00m

R=
14
.0
0m

R=
27
.0
0m

R=27
.00m

R=
16
.0
0m

R=
20
.0
0m

R=
9.
00
m

W=
6.
00
m

W=
7.
00
m

W=7.00m

W=6.00m

K2S-2

K2S-1 K2S-3

K2S-4

K2S-5

K2S-6

K2S-7

K2S-8

K2S-9

K2S-12

K2S-11

K2S-10

K2S-13

K2S-14

K2S-15

K2S-16

K2S-17

K2S-18

K2S-19

K2S-24

K2S-23

K2S-22

K2S-21

K2S-5'

K2S-21'

K2S-20

116515.423 100368.401

116540.042 100354.812

116504.104 100362.086

116523.529 100362.897

116532.432 100357.131

116539.957 100342.729

116531.453 100358.307

116545.774 100363.657

116533.969 100367.405

116526.079 100374.528

116545.434 100352.437

116535.873 100366.296

116516.006 100368.566

116515.719 100368.484

116538.419 100388.596

116527.422 100368.673

116531.535 100381.006

116532.045 100397.836

116530.419 100378.872

116523.601 100387.189

116528.726 100393.180

116523.408 100385.583

116502.030 100367.735

116522.098 100403.283

116514.980 100368.276

116518.987 100377.229

種別・規格 設置数量 備 考

交差点部 路面標示設置数量(区画道路2 起点)

車道外側線 実線W=0.15m

停止線 実線W=0.45m

30.0 m

4.9 m

13.7 m

130.8 m

車道境界線(外側) 破線W=0.30m 23.5 m

車道中央線 実線W=0.15m

L:65.3,R:65.5

2.8 m

導流帯① 外形線 実線W=0.15m

導流帯① 導流線 実線W=0.45m

導流帯② 外形線 実線W=0.15m

導流帯② 導流線 実線W=0.45m

導流帯③ 外形線 実線W=0.15m

導流帯③ 導流線 実線W=0.45m

進行方向(右左折) 15cm幅換算実延長

20.0 m

10.9 m

18.9 m

8.1 m

19.3 m

破線間隔 L=0.50m

ENO.0附近

〃

ENO.0+10附近左側

〃

〃

N=2箇所 設置

ENO.0+10附近右側

注)ENO.0+7.500～ENO.2+15.000までの数量算出。
直線部は数量計算書で計上。

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

交差点詳細図(2)

S=1:250 図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

交差点詳細図(2)

区画道路2：区画道路1交差部 S=1:250
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K2-24

摘 要

外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

〃

摺付三心円

外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

〃

摺付三心円

外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

〃

摺付三心円

外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

〃

摺付三心円
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K2-2

K2-6

K2-5

K2-4

K2-1

K2-3

K2-8

K2-7

K2-12

K2-11

K2-10

K2-9

K2-14

K2-13

K2-18

K2-15

K2-16

K2-17

K2-20

K2-19

K2-21

K2-22

K2-24

K2-23

116181.426 100276.655

116211.172 100260.244

116201.142 100274.497

116191.498 100282.617

116211.204 100271.711

116199.388 100275.494

116211.672 100246.956

116184.333 100274.359

116211.429 100259.363

116192.453 100269.548

116203.390 100263.251

116173.375 100268.319

116212.080 100257.138

116216.881 100286.670

116205.873 100266.781

116212.848 100274.550

116228.584 100286.858

116213.884 100276.471

116229.806 100287.203

116214.671 100259.856

116221.152 100249.274

116219.349 100267.463

116242.747 100287.741

116225.578 100278.995

種別・規格 設置数量 備 考

車道外側線 実線W=0.15m

停止線 実線W=0.45m

117.5 m

10.6 m

94.7 m

234.5 m

車道境界線 実線W=0.15m 118.5 m

車道中央線 実線W=0.15m

L:153.4,R:81.1

導流帯④ 外形線 実線W=0.15m

導流帯④ 導流線 実線W=0.45m

進行方向(直 進) 15cm幅換算実延長

35.0 m

16.4 m

12.5 m

ENO.17附近

〃

N=2箇所 設置

注)ENO.12+6.975～ENO.20+0.131までの数量算出。
直線部は数量計算書で計上。

交差点部 路面標示設置数量(区画道路2 交差部1)

種別・規格 設置数量 備 考

車道外側線 実線W=0.15m

停止線 実線W=0.45m

42.2 m

7.6 m

49.6 m

165.9 m

車道境界線 実線W=0.15m 25.6 m

車道中央線 実線W=0.15m

L:83.1,R:82.8

25.1 m

導流帯⑤ 外形線 実線W=0.15m

導流帯⑤ 導流線 実線W=0.45m

導流帯⑥ 外形線 実線W=0.15m

導流帯⑥ 導流線 実線W=0.45m

24.8 m

11.1 m

DNO.28+10附近左側

〃

DNO.28+15附近右側

〃

注)DNO.25+15.475～DNO.28+18.455までの数量算出。
直線部は数量計算書で計上。

交差点部 路面標示設置数量(区画道路1 終点)

中央帯導流線 実線W=0.45m

進行方向(右 折) 15cm幅換算実延長 13.3 m N=2箇所 設置

進行方向(直左折) 15cm幅換算実延長 17.8 m N=2箇所 設置

進行方向(左 折) 15cm幅換算実延長 13.3 m N=2箇所 設置

進行方向(右 折) 15cm幅換算実延長 13.3 m N=2箇所 設置

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

交差点詳細図(3)

S=1:250 図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

交差点詳細図(3)

区画道路2：区画道路3交差部 S=1:250
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摘 要
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〃
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〃
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外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

〃

摺付三心円

外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

〃

摺付三心円

外側導流路

〃

内側導流路

摺付三心円

〃

摺付三心円

N
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116121.016 100276.775
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116117.226 100270.911

116098.231 100253.675

116115.611 100284.808

116107.906 100253.290

116126.369 100268.923

116108.605 100253.487

116117.399 100252.854

116119.554 100260.477

116121.214 100276.077

116121.012 100263.088

116128.236 100265.103

116143.810 100263.432

116130.822 100263.660

116136.646 100258.291

116120.609 100267.243

116121.225 100276.039

116121.036 100276.704

116144.475 100263.620

116138.618 100267.421

116152.423 100268.982

116121.402 100286.380

116127.345 100273.714

種別・規格 設置数量 備 考

車道外側線 実線W=0.15m

停止線 実線W=0.45m

30.0 m

4.0 m

18.8 m

130.9 m

車道中央線 実線W=0.15m

L:65.5,R:65.4

6.3 m

導流帯⑦ 外形線 実線W=0.15m

導流帯⑦ 導流線 実線W=0.45m

導流帯⑧ 外形線 実線W=0.15m

導流帯⑧ 導流線 実線W=0.45m

18.7 m

5.6 m

FNO.4+2附近左側

〃

FNO.4+2附近右側

〃

注)FNO.1+15.000～FNO.4+4.200までの数量算出。
直線部は数量計算書で計上。

進行方向(右左折) 15cm幅換算実延長 19.3 m N=2箇所 設置

交差点部 路面標示設置数量(区画道路3 終点)

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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実施設計図面

S=1:250 図面番号

路線名等

工事箇所

縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

区画道路2：終点部 S=1:250
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交差点詳細図(4)

交差点詳細図(4)

種別・規格 設置数量 備 考

車道外側線 実線W=0.15m

停止線 実線W=0.45m

30.0 m

4.7 m

16.7 m

131.9 m

車道中央線 実線W=0.15m

L:70.6,R:61.3

4.7 m

導流帯⑨ 外形線 実線W=0.15m

導流帯⑨ 導流線 実線W=0.45m

導流帯⑩ 外形線 実線W=0.15m

導流帯⑩ 導流線 実線W=0.45m

16.7 m

5.9 m

ENO.35+12附近左側

〃

ENO.35+12附近右側

〃

注)ENO.33+5.000～ENO.36+1.265までの数量算出。
直線部は数量計算書で計上。

導流島外形線 実線W=0.15m 7.2 m

進行方向(右左折) 15cm幅換算実延長 19.3 m N=2箇所 設置

交差点部 路面標示設置数量(区画道路2 終点)

車道境界線(外側) 破線W=0.30m 23.0 m 破線間隔 L=0.50m

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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交差点詳細図(5)

区画道路4：起点部 S=1:250
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〃
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〃
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縮 尺

事業者名

工 事 名

図 面 名

会 社 名

交差点詳細図(5)

種別・規格 設置数量 備 考

車道外側線 実線W=0.15m

20.0 m

17.3 m

87.4 m

車道中央線 破線W=0.15m

L:43.7,R:43.7

3.8 m

導流帯⑪ 外形線 実線W=0.15m

導流帯⑪ 導流線 実線W=0.45m

導流帯⑫ 外形線 実線W=0.15m

導流帯⑫ 導流線 実線W=0.45m

17.4 m

3.9 m

GNO.0+10附近左側

〃

GNO.0+10附近右側

〃

注)GNO.0-5.000～GNO.1+17.500までの数量算出。
直線部は数量計算書で計上。

交差点部 路面標示設置数量(区画道路4 起点)

車道境界線(外側) 破線W=0.30m 32.5 m 破線間隔 L=0.50m

破線間隔 L=5.00m

※注) (1) 道路等の計画高さは、造成盛土部の最終沈下後の標高数値記載である。
施工時では、【監督員】が指示する残留沈下量を考慮した標高(計画高+α)で工事実施のこと。
(工事開始時期により、想定残留沈下量に相違が生じるため。)

(2) 道路路床部の安定処理工は、配合試験により固化材混合量を設定すること。
(路床改良目標CBR値:8を想定)
また、安定処理工施工後においては、平板載荷試験等により改良目標の可否を確認すること。

(3) 区域内排水路(BOXカルバート・大型水路)を先行工事として土工量計算を実施している。
また、区域内排水路計画は別途業務のため、関連設計図書を参照すること。

(4) 上水道計画位置等は、当初の道路計画に変更が生じたため既往成果(平成30年度業務)を基に
想定で記載する。最新の配管計画(埋設位置・埋設深・管種・管径)及び工事工程計画は、管轄
計画機関である【徳島市上下水道局】と協議・調整のこと。
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